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着任式・始業式 ４月６日（木） 
令和５年度の始まりにあたり、今年度、赴任した職員の

着任式を行いました。 

 石川徹校長から、新任職員 15 人を紹介し、着任者を代表

して、鈴木孝志副校長から挨拶がありました。 

始業式では校長から式辞がありました。その後、副校長

が新年度のクラス担任、副担任の教員を発表しました。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 61回入学式 ４月６日（木） 

 令和５年度、第 61 回入学式を挙行しました。今年度は 204

人の新入生を迎えることができました。国歌静聴の後、新

入生は担任の教員から一人ひとり呼名されました。石川校

長は式辞で、島田工業高校の校訓「璞磨（はくま）」の由

来を説明しました。「『璞磨』は、まだ磨かれていない原

石を磨くことで、『学校生活のすべてが自分を磨く』」と

新入生を激励しました。校長の式辞を受け、入学生代表と

して、斉藤来覇さんが宣誓を行い、高校生活への決意を力

強く表明しました。また、来賓として、PTA 会長茂庭康子様、

学校後援会長兼同窓会長池谷一三様より御祝辞をいただき

ました。そして、

最後に参列者一

同で校歌を静聴

し入学式を終了

しました。 

 

 

島工通信 

スクール・ポリシー  

「グラデュエーション・ポリシー」 

校訓である「璞磨～誠実・叡智・創造～」のもとに、以下の人材育成をめざします。 

① 誠実で礼儀正しく、互いの良さを生かして協働できる人を育てます。 

② 社会の様々な場面で知識や技能を関連付けて活用できる力を育てます。 

③ 気づき、考え、行動し、地域の産業社会の担い手となる人を育てます。 

④ コミュニケーション能力やＩＣＴ機器の活用力を身に付け、失敗を恐れず問題に挑戦 

することができる技術者を育てます 

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/shimada-th/home.nsf/


 

 

新入生歓迎会・部活動紹介 ４月７日(金) 

全校生徒が初めて一堂に会し、体育館で歓迎会・部活動紹

介を行いました。１年生は、生徒会執行部の誘導で上級生の

待つ体育館へ入場しました。上級生はあたたかい拍手で迎え

てくれました。歓迎会では生徒会役員から学科説明が行われ

ました。部活動紹介では、各部活１分間の持ち時間で、動画

を使った説明、ユニフォーム姿の紹介、ステージ上でのバク

転の披露、生演奏など、各部活様々な工夫して紹介をしてい

ました。 
 

 

 

 

 
 

側溝清掃 ４月 16日（日） 
晴天に恵まれ、地元住民の皆様と毎年恒例の側溝清掃を行いまし

た。島工の南側と東側には側溝があります。昨年も清掃を行いまし

たが、1 年経つと底には泥が溜まり、内側には藻が付きます。側溝

清掃はスムーズな水の流れを確保するために大切な作業です。生徒

達は側溝の中の泥や藻などを外へすくい出しました。泥は袋に詰

め、地元の皆さんの協力を得て、集積場所へ運び出しました。阿知

ヶ谷町内会の皆様、御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 
 

 

交通講話、自転車マナーアップモデル校指定証交付式 
４月 21日（金） 

島田警察署交通課、マジオドライバーズスクールの皆様をお

招きし、交通講話を行いました。自転車事故が増えている中、

乗り方・交通事故についてお話してもらい、交通ルールの大切

さを学びました。この交通講話で、事故防止の意識向上と自ら

命を守る大切さを再認識できたと思います。 

また、本年度の「自転車マナーアップモデル校」に指定され、

指定証交付式が開かれました。 


